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シ
ャ
ン
パ
ン
の
最
高
峰
「SA

LO
N

」、

こ
れ
は
シ
ャ
ル
ド
ネ
１
０
０
％
の

「Blanc de Blancs
（
白
葡
萄
の
み
か

ら
造
ら
れ
た
シ
ャ
ン
パ
ン
）」で
す
。普
通
、

シ
ャ
ン
パ
ン
は
白
葡
萄
と
赤
葡
萄
を
混
ぜ

て
造
り
ま
す
。
こ
の
「SA

LO
N

」
は
白

葡
萄
だ
け
で
造
ら
れ
る
葡
萄
酒
。こ
れ
は
、

豊
作
年
の
時
の
み
造
ら
れ
ま
す
。
そ
の
年

の
年
号
が
入
っ
た「
プ
レ
ス
テ
ー
ジ・シ
ャ

ン
パ
ン
」
で
す
。

　
シ
ャ
ン
パ
ン
好
き
の「
ウ
ー
ジ
ェ
ー
ヌ・

エ
メ
・
サ
ロ
ン
」
氏
が
究
極
の
シ
ャ
ン
パ

ン
造
り
を
目
指
し
て
、
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ

地
区
「
コ
ー
ト・デ・ブ
ラ
ン
（
白
い
畑
）」

の
特
級
畑
「
ル
・
メ
ニ
ル
」
で
採
れ
る
葡

萄
か
ら
生
ま
れ
ま
す
。
太
古
は
こ
の
地
は

海
で
し
た
。
畑
は
貝
の
化
石
が
ご
ろ
ご
ろ

と
こ
ろ
が
っ
て
い
ま
す
。
石
灰
で
地
面
が

真
っ
白
で
す
。

　
私
も
こ
の
葡
萄
酒
を
何
度
か
味
わ
い
ま

し
た
。
い
つ
も
鳥
肌
が
立
ち
ま
す
。
お
寺

の
名
鐘
の
よ
う
に
い
つ
ま
で
も
余
韻
が
鼻

腔
に
漂
っ
て
い
ま
す
。
ビ
ス
ケ
ッ
ト
、
ブ

リ
オ
ッ
シ
ュ
香
が
漂
い
、
和
食
に
と
て
も

「
マ
リ
ア
ー
ジ
ュ
」し
ま
す
。春
の
味
覚「
白

魚
」の
唐
揚
げ
に
は
最
高
で
す
。エ
チ
ケ
ッ

ト
に「
Ｓ
」の
文
字
が
書
い
て
あ
り
ま
す
。

「
咲
子
」
さ
ん
や
「
幸
恵
」
さ
ん
の
よ
う

に
イ
ニ
シ
ャ
ル
が
「
Ｓ
」
の
つ
く
人
の
お

誕
生
日
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
は
う
っ
て
つ
け

で
す
。

　
Ｊ
Ａ
Ｌ
の
フ
ァ
ー
ス
ト
ク
ラ
ス
に
出
さ

れ
る
シ
ャ
ン
パ
ン
が
こ
の
「SA

LO
N

」

で
す
。
空
の
上
で
い
た
だ
く
シ
ャ
ン
パ
ン

は
最
高
に
美
味
し
い
で
す
。
酔
い
が
素
晴

ら
し
く
体
の
末
端
に
響
き
ま
す
。こ
れ
は
、

ほ
ん
と
う
に
「
や
み
つ
き
」
に
な
る
シ
ャ

ン
パ
ン
。
究
極
で
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
な
繊
細

さ
の
中
に
、白
い
花
や
「
ア
カ
シ
ア
」、「
サ

ン
ザ
シ
」
の
芳
香
を
含
む
ミ
ネ
ラ
ル
感
に

溢
れ
る
、
複
雑
な
香
り
と
表
現
さ
れ
て
い

ま
す
。
１
９
９
７
年
の
も
の
は
、
絹
の
よ

う
に
精
妙
で
、
官
能
的
で
自
己
主
張
の
で

き
る
女
性
的
な
シ
ャ
ン
パ
ン
で
す
。
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（
次
回
は
11
月
号
に
掲
載
予
定
）
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